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今
年
の
夢

　

今
年
の
干
支
は「
亥
」。

「
亥
固
ま
る
」、
い
い
流

れ
を
さ
ら
に
よ
く
す
る
と
か
。タ
ー

ニ
ン
グ
・
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
も
。

●
退
職
者
会
の
会
員
倍
増

●
年
金
・
医
療
・
介
護
制
度
改
善

●
非
正
規
差
別
の
撤
廃

●
東
京
清
掃
の
闘
い
前
進

●
脱
原
発
、
核
廃
絶
と
基
地
撤
去

●
改
憲
発
動
阻
止
・
安
倍
内
閣
退
陣

　

今
年
も
、「
現
・
退
一
致
」
の
取

組
み
で
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
実
現

さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

明けまして
おめでとうございます

２０１９年

松戸・戸定邸表座敷にて
（2018 年４月お花見ウォーキング）

秩父・宝登山ロウバイ園
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東
京
清
掃
退
職
者
会
の
皆
さ
ん
、

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
健
や
か
に
新
年
を
迎
え
ら

れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
の
賃
金
確
定
闘
争
は
、
マ

イ
ナ
ス
９
、６
７
１
円
と
い
う
史
上
最

悪
の
勧
告
に
つ
い
て
、
区
長
会
に

実
施
を
断
念
さ
せ
る
と
い
う
快
挙

を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
こ
う
し
た

勧
告
が
出
さ
れ
た
要
因
は
、
行
政

系
人
事
制
度
の
見
直
し
に
よ
る
職

員
構
成
比
の
変
化
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
変
化
を
踏
ま
え
た
公
民
比
較

を
行
う
べ
き
で
あ
っ
た
に
も
係
ら

ず
、
こ
れ
を
怠
っ
た
人
事
委
員
会

が
作
り
出
し
た
勧
告
で
し
た
。

　

人
事
委
員
会
へ
の
抗
議
行
動
、

署
名
の
取
り
組
み
、
総
決
起
集
会

の
実
施
、
交
渉
で
は
勧
告
の
不
当

性
を
指
摘
し
続
け
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
に
組
織
の
総
力
を
結
集
し
て

闘
っ
た
結
果
と
し
て
、
労
働
組
合

の
要
求
に
よ
り
勧
告
実
施
を
断
念

さ
せ
た
こ
と
は
大
き
な
意
義
が
あ

り
ま
す
。
労
働
組
合
の
存
在
感
を

示
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い

か
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
東
京
清
掃
結
成

70
周
年
の
年
と
な
り
ま
す
。
ご
存

知
の
よ
う
に
、
戦
後
、
こ
の
国
が

民
主
主
義
を
基
本
と
す
る
新
た
な

国
に
生
ま
れ
変
わ
ろ
う
と
し
て
い

た
１
９
４
９
年
、
旧
都
職
労
清
掃
支

部
と
し
て
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
以

降
、
皆
さ
ん
方
先
輩
は
、
清
掃
労

働
者
の
権
利
確
立
、
処
遇
改
善
に

向
け
て
奮
闘
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
闘
い
の
歴
史
と
伝
統
を

礎
に
し
て
現
在
の
東
京
清
掃
労
働

組
合
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
厳
し
い
情
勢
は
変
わ
ら

な
い
で
し
ょ
う
が
、
清
掃
労
働
者

と
し
て
の
矜
持
を
胸
に
、
し
っ
か

り
と
運
動
を
進
め
て
い
く
決
意
で

す
。
現
退
一
致
の
精
神
で
共
に
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。

東
京
清
掃
労
働
組
合
退
職
者
会

　
　
　
　

会　

長　
　

庄　
司　

隆　
男

東
京
清
掃
労
働
組
合

　
　

中
央
執
行
委
員
長　

染　
　

裕　

之

　

会
員
な
ら
び
に
ご
家
族
の
皆
様
、

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
本
年
も
皆
様
が
健
や
か
に

お
過
ご
し
さ
れ
ま
す
よ
う
、
心
よ

り
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
、
再
建
10
周
年
を
祝
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
再
建
当
時
、

継
続
で
き
る
の
か
不
安
だ
ら
け

だ
っ
た
こ
と
を
思
い
起
こ
せ
ば
、

感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

会
員
も
再
建
時
の
２
倍
を
超
え

ま
し
た
。
ほ
ぼ
毎
月
何
ら
か
の
行

事
を
行
い
、
機
関
紙
「
清
友
」
を

毎
月
発
行
し
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
会
員
数
は
東
京
清
掃
の
退
職

者
組
織
と
し
て
は
少
な
い
と
思
い

ま
す
。
会
員
を
増
や
す
た
め
、
一

層
努
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

一
方
、
昨
年
も
、
安
倍
政
治
と

の
対
決
が
続
き
ま
し
た
。
特
に
問

題
だ
っ
た
の
は
、
安
倍
政
権
が
日

本
政
治
史
に
大
き
な
汚
点
を
残
し

た
こ
と
で
す
。
モ
リ
・
カ
ケ
疑
惑

に
関
わ
っ
て
財
務
省
が
組
織
的
に

公
文
書
の
改
ざ
ん
と
廃
棄
を
行
い
、

国
会
と
国
民
を
あ
ざ
む
き
ま
し
た
。

　

国
会
で
は
、
過
労
死
容
認
法
＝

高
プ
ロ
制
度
や
カ
ジ
ノ
実
施
法
、

入
管
法
改
悪
等
を
国
民
の
納
得
を

得
な
い
ま
ま
次
々
と
強
行
採
決
し
、

沖
縄
で
は
、
県
民
の
民
意
を
無
視

し
て
辺
野
古
新
基
地
建
設
を
強
行

し
て
い
ま
す
。
許
せ
ま
せ
ん
。
今

年
は
統
一
地
方
選
と
参
議
院
選
の

年
で
す
。
安
倍
政
治
の
終
わ
り
を

演
出
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

今
年
も
、
退
職
者
・
高
齢
者
の

運
動
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
反

戦
平
和
、
反
差
別
、
脱
原
発
や
、

非
正
規
・
労
働
争
議
支
援
の
取
組

み
を「
現
・
退
一
致
」の
立
場
に
立
っ

て
進
め
、
現
役
世
代
の
応
援
団
と

し
て
、
東
京
清
掃
と
の
連
携
を
さ

ら
に
強
め
ま
す
。
20
周
年
へ
向
け

て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

再
建
20
周
年
へ
向
け
て

　

新
た
な
一
歩
を
！

清
掃
労
働
者
と
し
て
の

　

矜
持
を
胸
に
！



お花見ウォーク
●日　程　３月 26 日（火）

10 時 北越谷駅前集合
●場　所　北越谷・元荒川堤

※コース、実施内容は近日中に決定
※２月に募集案内の予定。

春の学習会
●日　時　３月５日（火）

13 時開始
●場　所　清掃会館地下ホール
●テーマ　終活セミナー
　　　　　「心の整理、葬儀とマナー」
●講　師　（株）セレモア 青木良泰さん・
　　　　　　　　　　朝長廣太郎さん

※午後３時（学習会終了後）から懇親会
※参加される方は２月 15 日までに連絡

ください。

演芸を楽しむ会
●出し物　国立演芸場２月上席
●日　時　２月７日（木）

12 時 30 分集合
●参加費　500 円

※弁当・飲物は各自ご用意ください。
※参加される方は１月 15 日までに連絡

ください。
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新春の集い
●日　時　２月２日（土）

11 時 30 分開会
●場　所　中華「桜蘭」

＊飯田橋より５分
●参加費　3,000 円

※長寿祝いと開運じゃんけん大会を行い
ます。お楽しみに。

※参加される方は１月 15 日までに連絡
ください。

その他の主な行事
■「歩こう会」観梅散歩
　２月 18 日（月）
　午前 10 時 亀戸駅北口集合
　＊梅と天神めぐり
■清掃・人権交流会「丸木美

　術館・高麗神社バスツアー」
　３月３日（日）
　８時「飯田橋」駅集合予定
　＊会費は未定
■春の学習会（その２）
　５月 21 日（火）13 時

　清掃会館地下ホール
　＊テーマは「遺言と相続」
　＊講師は税理士を予定
■第 12回定期総会
　６月 14 日（金）
　清掃会館地下ホール



▼
要
求
…
財
政
制
度
等
審
議
会
建

議
で
言
及
さ
れ
た
①
75
歳
以
上
の

医
療
費
自
己
負
担
定
率
２
割
化
、

②
応
能
負
担
の
算
定
基
礎
に
金
融

資
産
を
加
算
、
③
薬
剤
費
自
己
負

担
引
上
げ
と
受
診
時
定
額
負
担
を

実
施
し
な
い
こ
と
→
回
答
な
し
。

◆
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推

進
に
当
た
り
、
市
町
村
が
地
域
実

情
に
応
じ
て
効
果
的
・
効
率
的
に

サ
ー
ビ
ス
提
供
で
き
る
よ
う
支
援

策
を
厚
労
省
へ
要
請
。
介
護
基
盤

整
備
は
、
地
方
財
政
措
置
に
加
え
、

地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基
金
に

よ
る
財
政
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
。

所
要
の
国
費
確
保
や
地
方
財
政
措

置
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
介
護

基
盤
の
計
画
的
整
備
を
推
進
す
る
。

▼
要
求
…
(1)
生
活
保
護
基
準
復
元
、

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
策
の
確
実

な
実
施
。
(2)
社
会
保
障
・
税
番
号

の
個
人
情
報
漏
洩
防
止
策
強
化
、

社
会
保
障
個
人
会
計
と
の
完
全
遮

断
。
(3)
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
地
方
分

権
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
、

脱
原
発
社
会
実
現
。
→
回
答
な
し
。

◆
地
方
公
務
員
共
済
組
合
の
積
立

金
運
用
は
自
主
性
発
揮
の
観
点
か

ら
基
本
指
針
中
心
値
範
囲
の
１
・
５

倍
の
許
容
乖
離
幅
を
設
定
。

◆
国
連
責
任
投
資
原
則
の
趣
旨
を

踏
ま
え
た
社
会
的
責
任
投
資
は
、

各
地
方
公
務
員
共
済
組
合
で
実
施

し
て
お
り
、
今
後
、
社
会
的
責
任

投
資
等
の
実
施
に
向
け
た
検
討
が

さ
ら
に
進
む
も
の
と
考
え
て
い
る
。

◆
追
加
費
用
の
削
減
は
、
本
人
負

担
が
少
な
か
っ
た
恩
給
期
間
分
を

負
担
に
見
合
う
水
準
に
す
る
も
の
。

沖
縄
の
追
加
費
用
期
間
が
長
い
の

は
、
沖
縄
以
外
の
地
共
済
法
適
用

が
昭
和
37
年
12
月
、
沖
縄
は
昭
和

41
年
７
月
か
ら
な
の
で
、
恩
給
期

間
が
違
う
た
め
。
追
加
費
用
削
減

は
、
①
減
額
率
上
限
は
恩
給
期
間

を
含
む
共
済
年
金
全
体
の
10
％
、

②
年
230
万
円
以
下
の
給
付
は
減
額

し
な
い
措
置
を
講
じ
た
。

▼
要
求
…
(1)
年
金
制
度
・
財
政
安

定
の
た
め
、
雇
用
安
定
と
質
向
上
、

賃
金
改
善
、
次
世
代
育
成
支
援
を

図
る
こ
と
。
(2)
基
礎
年
金
を
マ
ク

ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
対
象
外
に
。
(3)

選
択
制
を
前
提
に
国
民
年
金
保
険

料
拠
出
期
間
延
長
。
基
礎
年
金
納

付
上
限
延
長
、
基
礎
年
金
増
額
。

年
金
受
給
開
始
時
期
選
択
肢
を
70

歳
以
降
に
拡
大
。
在
職
老
齢
年
金

は
就
労
を
促
す
も
の
に
な
る
よ
う

あ
り
方
を
検
討
す
る
こ
と
。

◆
回
答
…
年
金
制
度
は
年
金
生
活

者
と
現
役
世
代
の
理
解
を
十
分
に

得
る
必
要
が
あ
る
。
制
度
改
正
に

あ
た
り
、
社
会
保
障
審
議
会
年
金

部
会
等
で
の
十
分
な
議
論
が
必
要
。

◆
雇
用
安
定
・
質
向
上
、
賃
金
改

善
へ
、
地
方
公
務
員
の
臨
時
・
非

常
勤
職
員
の
適
正
な
任
用
確
保
の

た
め
、
平
成
32
年
４
月
か
ら
会
計

年
度
任
用
職
員
制
度
を
導
入
。

◆
年
金
受
給
開
始
時
期
や
在
職
老

齢
年
金
の
あ
り
方
は
、
社
会
保
障

審
議
会
年
金
部
会
等
で
議
論
が
行

わ
れ
て
い
る
。

　

地
公
退
は
、
10
月
５
日
に
、
江

崎
参
議
院
議
員
同
席
の
も
と
「
総

務
省
要
求
」
を
提
出
し
、
即
日
回

答
を
受
け
ま
し
た
。
主
な
回
答
内

容
は
以
下
の
通
り
で
す
。

◆
年
金
制
度
の
検
討
に
当
っ
て
は
、

今
後
も
、
関
係
者
の
意
見
も
十
分

伺
い
つ
つ
、
対
応
し
て
い
き
た
い
。

◆
公
的
年
金
制
度
持
続
法
改
正
に

よ
り
、
平
成
29
年
４
月
か
ら
、
全

地
方
自
治
体
で
①
週
20
時
間
、
②

月
額
賃
金
8･8
万
円
、
③
勤
務
期
間

１
年
以
上
見
込
み
、
④
学
生
以
外

の
短
時
間
労
働
者
の
厚
生
年
金
適

用
拡
大
を
実
施
。
短
時
間
労
働
者

の
適
用
拡
大
へ
向
け
、
平
成
31
年

９
月
末
を
期
限
に
社
会
保
障
審
議

会
年
金
部
会
に
お
い
て
議
論
が
行

わ
れ
て
い
る
。
引
き
続
き
適
用
拡

大
へ
必
要
な
対
応
を
行
い
た
い
。
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地
域
包
括
ケ
ア

生
活
保
護
・
税
番
号
・
脱
原
発

医
療
保
険
制
度

被
用
者
年
金
適
用
拡
大

年
金
制
度
の
具
体
的
要
求

年
金
積
立
金
運
用

追
加
費
用
削
減

年
金
・
介
護
と
医
療
・
税
制
・
脱
原
発
等

年
金
の
制
度
設
計



東京清掃労働組合退職者会機関紙　2019 年１月

５

【出典】朝日新聞報道記事より抜粋

【出典】東京新聞報道記事より抜粋

　

12
月
21
日
、
政
府
は
19
予
算
案

を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
総
額
は
当
初
予
算

で
は
初
め
て
100
兆
円
を
超
え
ま
し

た
。
そ
の
原
因
は
、
消
費
増
税
に

備
え
た
景
気
下
支
え
対
策
と
称
し

た
バ
ラ
マ
キ
と
便
乗
に
あ
り
ま
す
。

　

歳
出
面
で
目
に
つ
く
の
は
、
防

衛
費
の
７
年
連
続
増
額
で
す
。
前

年
度
比
1.3
％
増
で
す
が
、
初
め
か

ら
補
正
予
算
に
回
す
分
が
隠
さ
れ

て
お
り
、
実
際
は
も
っ
と
高
額
に

な
り
ま
す
。

　

消
費
増
税
対
策
は
、
①
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
の
ポ
イ
ン
ト
５
％

還
元
、
②
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
、

③
住
宅
購
入
支
援
、
④
イ
ン
フ
ラ

機
能
向
上
緊
急
対
策
な
ど
で
す
が
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
の
普
及
が
実
際

の
狙
い
だ
っ
た
り
、
消
費
の
押
上

げ
に
寄
与
し
な
い
こ
と
が
明
ら
か

な
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
は
、
結
局

バ
ラ
マ
キ
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

社
会
保
障
費
は
、
高
齢
化
に
よ

る
費
用
増
加
抑
制
も
市
場
価
格
に

元
々
決
ま
っ
て
い
た
も
の
が
大
半

で
、
選
挙
前
は
痛
み
を
伴
う
政
策

は
回
避
す
る
と
い
う
自
民
党
政
治

の
特
徴
が
現
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
歳
入
も
実
に
い
い
加
減

で
す
。
民
間
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
予

測
よ
り
高
め
に
設
定
し
た
経
済
成

長
を
前
提
に
、
過
去
最
大
の
税
収

を
見
込
み
、
こ
れ
に
伴
い
借
金
の

新
規
国
債
発
行
を
減
額
し
て
い
ま

す
。
見
せ
か
け
の
財
政
再
建
で
あ

り
、
バ
ラ
マ
キ
予
算
を
確
保
す
る

た
め
の
方
便
で
す
。
ま
た
、
金
融

機
関
の
破
た
ん
に
備
え
る
目
的
の

預
金
保
険
機
構
利
益
剰
余
金
の
国

庫
納
付
に
よ
り
「
税
外
収
入
」
を

積
み
増
す
な
ど
、
何
で
も
あ
り
で
、

安
倍
政
治
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。

あ
わ
せ
る
薬
価
改
定
な
ど

　

政
府
や
財
界
は
「
日
本
の
所
得

税
は
高
い
」
と
言
い
ま
す
。
本
当

で
し
ょ
う
か
。
主
要
先
進
国
の
最

高
税
率
は
、
日
本
＝
45
％
（
復
興

税
０
・
95
％
除
く
）、米
＝
37
％
、英
・

独
・
仏
＝
45
％
で
す
か
ら
、
ア
メ

リ
カ
よ
り
高
い
よ
う
で
す
。

　

た
だ
し
、
個
人
所
得
税
実
質
負

担
率
（
世
界
統
計
白
書
）
で
は
、

日
本
＝
７
％
、
米
＝
12
％
、
英
＝

14
％
、
独
＝
13
％
、
仏
＝
10
％
、

日
本
の
高
額
所
得
者
の
税
負
担
は

主
要
先
進
国
中
最
も
低
い
の
で
す
。

　

日
本
は
税
金
の
抜
け
穴
だ
ら
け

で
す
。
そ
の
代
表
例
は
株
の
配
当

所
得
で
す
。
主
要
先
進
国
の
配
当

所
得
に
対
す
る
最
高
税
率
（
財
務

省
統
計
）
は
、
日
本
＝
15
％
定
率
、

米
＝
20
％
、英
＝
38
％
、独
＝
26
％
、

仏
＝
60
％
。
日
本
の
配
当
所
得
は

分
離
課
税
な
の
で
、
ど
ん
な
に
高

額
配
当
が
あ
っ
て
も
15
％
で
す
。

　

日
本
の
富
裕
層
が
ア
メ
リ
カ
と

同
等
の
税
負
担
を
す
れ
ば
税
収
は

19予算案
予
算
総
額
百
兆
円
超
、
防
衛

費
増
大
と
バ
ラ
マ
キ
・
便
乗
、

見
せ
か
け
の
増
収
が
特
徴

日
本
の
高
額
所
得
者
は

き
ち
ん
と
税
負
担
せ
よ

2.5
倍
に
な
る
と
い
う

試
算
も
あ
り
ま
す
。

消
費
税
を
全
廃
し
て

も
オ
ツ
リ
が
出
ま
す
。
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辺
野
古
新
基
地
建
設
現
場
に
土
砂

投
入
が
強
行
さ
れ
る
中
、
18
年
最
後

の
19
日
行
動
に
約
３
千
人
が
結
集
、

「
辺
野
古
埋
立
て
絶
対
反
対
！
」「
改

憲
発
議
必
ず
止
め
よ
う
！
」「
安
倍

政
権
必
ず
倒
そ
う
！
」「
市
民
と
野

党
は
共
闘
す
る
ぞ
！
」
と
テ
ン
ポ
よ

く
コ
ー
ル
し
ま
し
た
。
退
職
者
会
の

参
加
者
は
10
名
で
し
た
。

　

主
催
者
代
表
挨
拶
に
続
き
、
政
党

か
ら
社
会
民
主
党
、
共
産
党
、
国

民
民
主
党
、
立
憲
民
主
党
が
共
闘

へ
向
け
た
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。 

　

一
坪
反
戦
地
主
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
や

改
憲
問
題
対
策
法
律
家
６
団
体
連
絡

会
等
が
そ
れ
ぞ
れ
の
闘
い
の
報
告
を

熱
く
語
っ
た
後
、
主
催
団
体
の
高
田

健
さ
ん
が
、
①
１
月
下
旬
に
予
定
さ

れ
る
通
常
国
会
の
開
会
日
に
集
会
を

開
催
し
、
安
倍
政
権
打
倒
の
決
意
を

示
す
。
②
２
月
19
日
は
沖
縄
の
普
天

間
基
地
返
還
期
限
の
日
と
重
な
る
の

で
、
国
会
正
門
前
で
大
集
会
を
開
催

す
る
。
③
５
月
３
日
の
憲
法
集
会
は
、

改
憲
発
議
の
山
場
に
な
る
と
予
想
さ

れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
最
大
規

模
の
集
会
に
し

た
い
と
、
３
つ

の
行
動
を
提
起

し
「
最
大
限
の

取
組
み
を
」
と

訴
え
ま
し
た
。

　

今
年
こ
そ
、

安
倍
政
権
の
退

陣
へ
向
け
て
、

精
一
杯
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

安心総合共済
安い掛金で大きなメリット

　全日本自治体退職者会が取り
扱っている会員向けの損害保険『安
心総合共済』は、「傷害事故」「賠
償事故」「携行品損害」「預かり品
賠償責任」を対象とする損害保険
の商品の中でも、
①掛金が安い（割引率最高レベル）
②加入にあたり年齢制限なし
③医師の審査不要（がん補償除く）
④緊急医療相談等のメディカル・ア
　シストも無料
と、メリット一杯、お得です。
　旅行保険・ゴルフ保険の要素も
ありますので、加入を検討してみ
てください。商品や加入の相談は
退職者会へどうぞ。

闘いの現場から〜１２月

狭山事件の再審を求める第 38 次高裁
前アピール（石川一雄さんの訴え）

郵政「非正規差別是正」へ一歩前進
東京高裁は地裁を上回る損害賠償命令

辺野古の海への土砂投入を許さない！
12.13 防衛省前抗議行動

辺
野
古
の
海
を
土
砂
で
埋
め
る
な
！

改
憲
発
議
阻
止
！
安
倍
退
陣
！


